
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の行事予定＊印については後日詳しくおたよりします。 

３日（木）節分会 

７日（月）身体測定週（～１０日） 

８日（火）弁当の日 

１１日（金）建国記念の日【祝日：休所】 

１７日（木）避難訓練 

２１日（月）集金日 

２２日（火）保育所開放日 

２３日（水）天皇誕生日【祝日：休所】 

２４日（木）のびのびすくすくの日予備日＊ 

２５日（金）誕生会・布団持ち帰り日 

３月の行事予定 

１日（火）のびのびすくすくの日予備日＊ 

４日（金）ぞう組親子お別れ会（13:30～）＊ 

６日（日）清掃奉仕 

【8:00～10:00：終了後保護者会役員会】＊ 

２４日（木）令和３年度修了式＊ 

３０日（水）・３１日（木）希望保育＊ 

保育目標〇冬の自然に触れて遊ぼう 
 近年、雪が積もる日や氷が張る日が少ないからこそ、機会を逃さず雪や
氷、冷たい風に触れる経験を大切にし、この時期だからできる遊びを保育
士や友だちと一緒に楽しみます。 

〇寒さに負けず体を動かして遊ぼう 
 鬼ごっこなど、体を動かすことの楽しさや心地良さが感じられるような
遊びを保育に取り入れます。また、年齢の小さい子どもたちも所庭やデッ
キで遊びながら外気に触れ、元気な体作りをしたいと思います。 

生活目標〇身の回りのことをすすんでしよう 
今年度もあと２か月となり、子どもたちは、それぞれの年齢に応じて自

分でできることが増えてきました。自分の持ち物や、みんなで使った物の
片付け、カバンの始末など、自分でしようとしている姿を見守り、できた
喜びを感じられるよう保育をします。小さいクラスの子どもたちも、保育
士と一緒に身近なことから取り組み、自分でやってみたいと感じられるよ
うな環境を整えます。 

〇あいさつをしよう 
先月に続き、今月もあいさつをすることを目標にしています。「おはよ

う」「ありがとう」「いただきます」「さようなら」など、職員も親しみの気
持ちや感謝の気持ちが伝わるよう心がけて、毎日あいさつをしています。
保護者の皆様も一緒に気持ちの良いあいさつをしましょう。 

保 育 所 だ よ り 
令和４年２月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

厳しい寒さの中にも、時折日が差して少しずつ春に近づい
ていることを感じます。所庭で子どもたちが元気に走ってい
る姿を見ると、私たちもうれしい気持ちになり、自然と笑顔
になります。 
1月末からは、島根県にまん延防止等重点措置が適用さ

れ、その期間に予定していた行事の中には、延期や中止をし
たものもあります。保護者の皆様にはご迷惑をおかけいたし
ますが、ご理解いただきますようよろしくお願いいたしま
す。 
1月の発表会は延期しましたが、2月も引き続き「発表会

ごっこ」を楽しみ、表現するおもしろさを感じてほしいと考
えています。保護者の皆様にも、子どもたちの楽しそうな様
子や成長した姿を見ていただきたいと思っています。 
今後も気温が下がる日があると思います。引き続き、親子

で手洗いやうがいをしたり、部屋の換気や加湿をしたりし、
感染症の予防に努めて元気に過ごしましょう。 

 

●保護者会の集金について（２１日） 

3 月に保護者会の決算を行うため、今月は3 月分の保護者会費を一
緒に集金させていただきます。よろしくお願いします。 

●実習生について 

福田さん（短期大学1 年生）が 2 月７日（月）～１８日（金）の間
保育実習をしますので、よろしくお願いします。 

 

お知らせ・お願い 

❤子育て通信  
～『身の回りのことをすすんでする』って 

何をすればいいの？～ 
  
「身の回りのこと」って何をすることだと思いますか？ 
子ども自身のことや、家族や友達のためにすることなど、

年齢によってもいろいろあると思います。  
そこで、今回は『子どもを伸ばすお片づけ 辰巳渚著 岩

崎書店』を参考に『片づけ』について紹介したいと思います。 

＊＊＊ 
 ご家庭でお子さんは片づけをどのようにしていますか？
毎日のことですし、大切なことだとは思っていても、子ども
に「片づけなさい」と毎日言うのはパワーがいりませんか？   
でも、最初から片づけができる子どもはどこにもおらず、
片づけができない子が普通のことだそうです。  
そして、片づけができる子に育てるとは「きれい好きの子

にする」「収納上手な子にする」ということが大事ではあり
ません。モノを決まった場所に片づけることや、自分にとっ
ているモノいらないモノを区別することを、小さいうちから
少しずつ行うことで、自分の責任において決定する訓練が
でき、判断する能力が備わっていきます。  
その判断力が、「人として豊かに、幸せに生きる基礎を身

につけること」につながり、生きる力となるそうです。  
書籍の中で、子どもに「片づけなさい」という前に親のす

べきことの紹介がありましたので、参考にしてくださいね。 

～職員について～ 
２月１日より、濱屋公香保育士が勤務します。よろしくお願いします。 

 
０歳児 

 
１歳児 

 

 
２歳児 

＊職員の出張はありませんが、研修等は当所においてオンラインで受講いたします。 

  
５歳児 ４歳児 ３歳児 

子どもに「片づけなさい」という前に親のすべきこと 
①その物のしまうべき場所を用意する 
②ちょうどいい量を決める、多ければ処分も 
③使ったモノをすぐ元に戻すクセをつけさせる 
④片づけるタイミングを知らせる 
⑤取り出しやすく、戻しやすい収納場所を用意する 
⑥我が家のルールを作る 

保育の
様子 
 

とんど行事をしました 


